
                                                                                               

 

課題研究を通した教員の指導力向上について 

                                              SSH部  

                                                                      

 

1. ６年間を貫く「小石川フィロソフィー」 

第Ⅲ期 SSH事業では、各学年に配置された小石川フィ

ロソフィーを通して、全教員が課題研究に組織的に関わっ

た。特に、３年「小石川フィロソフィーⅢ」、５年「小石川フィロ

ソフィーⅤ」、６年「小石川フィロソフィーⅥ」では、担当する

すべての教員による担当者会議を定期的に開催し、指導に

ついての情報交換を行った。各教員は、教科の枠を超えて

課題研究の指導についての情報交換を行うことで、それぞ

れの授業改善につながった。 

アンケート結果からも、特に理数系以外の教員の肯定的

な回答が、大幅に増加したことが読み取れた（表１）。教員の

意識の変容に伴い、課題研究への取組が本校教員の指導

力向上に寄与したことがわかる（表２）。 

 

表１ 教員の意識の変容（肯定的な回答の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 指導と評価の一体化 

 課題研究の授業では，教師が目指すべき方向を生徒に

示し，生徒は改善を繰り返しながら研究を進めることが求め

られる。教師と生徒が目指すべき方向を共有することで、指

導の方向性が定まるとともに、生徒は目的に向かって意欲を

高めることができる。 

第Ⅲ期 SSH 事業では、すべての講座で共通して身につ

けさせたい力について評価規準表（表３）を作成し、担当教

員及び、生徒の共通理解を図ることにした。生徒による自己

評価の分析では、学年を経る毎に評価が上昇していること

が読み取れるが、４段階での自己評価の低下が明らかにな

った（図１）。課題研究については、特に４年生の授業を改善

することが、今後の課題である。 

 

図１ 生徒による自己評価の変容 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科 回答 

国語 
小石川フィロソフィーⅠを担当し、発想法や発表活動の方法を教えたことが、教科指導に役
立った。 

地歴 
課題設定から課題解決までを生徒と一緒に取り組むうちに、自分にも課題解決能力がつい
た。新学習指導要領で求められる授業力の向上につながったと感じる。 

数学 
外部で発表する機会を通して、大学の先生方が高校生の研究に期待することがわかるように
なった。 

理科 
教科の授業内に探究を取り入れ、小石川フィロソフィーにつながるスキルを普段の授業から
構築できるよう工夫している。 

理科 生徒に教えるよりも、生徒の力を引き出す授業が増えた。 

芸術 生徒の興味関心を引き出し、研究テーマを設定させる指導法を学んだ。 

英語 担当教科の枠にとらわれず、多面的な視野から問いを立てる力が身に付いた。 

英語 

生徒によっては、研究に打ち込んだり、使命感を感じたりすることによって自分の悩みやコ
ンプレックスを乗り越えられていることがある。研究成果はもちろんのこと、根源的な教育
の効果も感じて自分自身の大きな勉強になった。 

 

表２ 教員アンケート「課題研究の指導を通して変わったこと」 



表３ 評価規準表 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 


